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　ヒトＣＣケモカイン受容体１（ＣＣ　ｃｈｅｍｏｋｉｎｅ　ｒｅｃｅｐｔｏｒ　１；以
下ＣＣＲ１と略記する）の細胞外領域に結合し、ヒトＣＣ　ｃｈｅｍｏｋｉｎｅ　ｌｉｇ
ａｎｄ（以下、ＣＣＬと略記する）１５によるヒトＣＣＲ１の活性化を阻害するモノクロ
ーナル抗体または該抗体断片。
【請求項２】
　ヒトＣＣＬ１５により誘導されるヒトＣＣＲ１発現細胞の遊走を阻害する請求項１に記
載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
【請求項３】
　ヒトＣＣＲ１の細胞外ループ２領域のアミノ酸配列のうち、少なくとも１つのアミノ酸
残基に結合する、請求項１または２に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
【請求項４】
　モノクローナル抗体が、下記（ａ）～（ｎ）から選ばれるいずれか一つの抗体である、
請求項１～３のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
（ａ）重鎖可変領域（ｈｅａｖｙ　ｃｈａｉｎ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｒｅｇｉｏｎ；以下
、ＶＨと略記する）の相補性決定領域（ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｉｔｙ　ｄｅｔｅｒｍ
ｉｎｉｎｇ　ｒｅｇｉｏｎ；以下ＣＤＲと略記する）１～３が、それぞれ配列番号６９、
７０および７１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつ軽鎖可変領域（ｌｉｇｈｔ　ｃｈ
ａｉｎ　ｖａｒｉａｂｌｅ　ｒｅｇｉｏｎ；以下、ＶＬと略記する）のＣＤＲ１～３が、
それぞれ配列番号７２、７３および７４に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｂ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号７５、７６および７７に記載されるアミ
ノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号７８、７９および８０に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｃ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号８１、８２および８３に記載されるアミ
ノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号８４、８５および８６に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｄ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号８７、８８および８９に記載されるアミ
ノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号９０、９１および９２に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｅ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号９３、９４および９５に記載されるアミ
ノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号９６、９７および９８に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｆ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号９９、１００および１０１に記載される
アミノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１０２、１０３およ
び１０４に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｇ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１０５、１０６および１０７に記載され
るアミノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１０８、１０９お
よび１１０に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｈ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１１１、１１２および１１３に記載され
るアミノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１１４、１１５お
よび１１６に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｉ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１１７、１１８および１１９に記載され
るアミノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１２０、１２１お
よび１２２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｊ）ＶＨのＣＤＲ１が配列番号７５に記載されるアミノ酸配列を含み、ＶＨのＣＤＲ２
が配列番号７６に記載されるアミノ酸配列または、配列番号７６に記載されるアミノ酸配
列中の２番目のＩｌｅをＴｈｒに、９番目のＶａｌをＡｌａに、１４番目のＰｈｅをＡｌ
ａに、および１５番目のＩｌｅをＡｌａに置換する改変から選ばれる少なくともいずれか
１つの改変が導入されたアミノ酸配列を含み、ＶＨのＣＤＲ３が、配列番号７７に記載さ
れるアミノ酸配列または、配列番号７７に記載されるアミノ酸配列中の５番目のＴｙｒを
Ａｌａに、および７番目のＴｈｒをＡｌａに置換する改変の少なくともいずれか１つの改
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変が導入されたアミノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１が、配列番号１２６に記載され
るアミノ酸配列または、配列番号１２６に記載されるアミノ酸配列中の１５番目のＰｈｅ
をＡｌａに置換する改変が導入されたアミノ酸配列を含み、ＶＬのＣＤＲ２が、配列番号
１２７に記載されるアミノ酸配列または、配列番号１２７に記載されるアミノ酸配列中の
２番目のＶａｌをＩｌｅに、および５番目のＡｒｇをＬｙｓに置換する改変の少なくとも
いずれか１つの改変が導入されたアミノ酸配列を含み、ＶＬのＣＤＲ３が、配列番号１２
８に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｋ）ＶＨのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号７５、１３１および７７に記載されるア
ミノ酸配列を含み、かつＶＬのＣＤＲ１～３が、それぞれ配列番号１２６、１３４および
１２８に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｌ）前記（ａ）～（ｋ）に記載の少なくとも一つの抗体と、ヒトＣＣＲ１への結合につ
いて競合する抗体。
（ｍ）前記（ａ）～（ｋ）に記載のいずれか一つの抗体が結合するエピトープを含むエピ
トープに結合する抗体。
（ｎ）前記（ａ）～（ｋ）に記載のいずれか一つの抗体が結合するエピトープと同じエピ
トープに結合する抗体。
【請求項５】
　モノクローナル抗体が、下記（ａ）～（ｊ）から選ばれるいずれか一つの抗体である、
請求項１～４のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
（ａ）ＶＨが配列番号５１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号５２に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｂ）ＶＨが配列番号５３に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号５４に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｃ）ＶＨが配列番号５５に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号５６に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｄ）ＶＨが配列番号５７に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号５８に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｅ）ＶＨが配列番号５９に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号６０に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｆ）ＶＨが配列番号６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号６２に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｇ）ＶＨが配列番号６３に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号６４に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｈ）ＶＨが配列番号６５に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号６６に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｉ）ＶＨが配列番号６７に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号６８に
記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｊ）ＶＨが配列番号１３０に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１３
３に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
【請求項６】
　モノクローナル抗体が、下記（ａ）～（ｃ）から選ばれるいずれか一つの抗体である、
請求項１～４のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
（ａ）ＶＨが配列番号１３６に記載されるアミノ酸配列または配列番号１３６に記載され
るアミノ酸配列中の６番目のＧｌｕをＧｌｎに、２０番目のＬｅｕをＩｌｅに、２７番目
のＧｌｙをＰｈｅに、２９番目のＶａｌをＬｅｕに、３０番目のＳｅｒをＡｓｎに、３７
番目のＩｌｅをＶａｌに、４８番目のＩｌｅをＬｅｕに、６７番目のＶａｌをＬｅｕに、
７１番目のＶａｌをＬｙｓに、７３番目のＴｈｒをＡｓｐに、７６番目のＡｓｎをＳｅｒ
に、７８番目のＰｈｅをＶａｌに、８０番目のＬｅｕをＰｈｅに、８２番目のＬｅｕをＭ
ｅｔに、８５番目のＶａｌをＬｅｕに、９２番目のＶａｌをＩｌｅに、および９７番目の
ＡｒｇをＬｙｓに置換するアミノ酸改変のうち、少なくとも１つの改変が導入されたアミ
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ノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１３５に記載されるアミノ酸配列または配列番号１
３５に記載されるアミノ酸配列中の２番目のＩｌｅをＶａｌに、１５番目のＰｒｏをＬｅ
ｕに、５０番目のＧｌｎをＬｙｓに、９２番目のＴｙｒをＰｈｅに、および１０９番目の
ＶａｌをＬｅｕに置換するアミノ酸改変のうち、少なくとも１つの改変が導入されたアミ
ノ酸配列を含む抗体。
（ｂ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列または配列番号１４６に記載され
るアミノ酸配列中の４番目のＬｅｕをＶａｌに、４４番目のＧｌｙをＡｒｇに、４９番目
のＳｅｒをＡｌａに、９２番目のＡｌａをＧｌｙに、９３番目のＶａｌをＭｅｔに、９７
番目のＡｌａをＴｈｒに、および９８番目のＬｙｓをＡｒｇに置換するアミノ酸改変のう
ち、少なくとも１つの改変が導入されたアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４５
に記載されるアミノ酸配列または配列番号１４５に記載されるアミノ酸配列中の２番目の
ＩｌｅをＶａｌに、１５番目のＳｅｒをＬｅｕに、１９番目のＡｌａをＶａｌに、４３番
目のＧｌｎをＬｙｓに、５０番目のＧｌｎをＬｙｓに、および１０９番目のＶａｌをＬｅ
ｕに置換するアミノ酸改変のうち、少なくとも１つの改変が導入されたアミノ酸配列を含
む抗体。
（ｃ）ＶＨが配列番号１６３に記載されるアミノ酸配列または配列番号１６３に記載され
るアミノ酸配列中の４２番目のＡｓｐをＧｌｕに、８７番目のＬｙｓをＡｒｇに、および
９７番目のＡｌａをＴｈｒに置換するアミノ酸改変のいずれか１つの改変が導入されたア
ミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６２に記載されるアミノ酸配列または配列番号
１６２に記載されるアミノ酸配列中の３８番目のＧｌｎをＨｉｓに、および４３番目のＡ
ｌａをＧｌｙに置換するアミノ酸改変のうち、少なくとも１つの改変が導入されたアミノ
酸配列を含む抗体。
【請求項７】
　モノクローナル抗体が、下記（ａ）～（ｈ）から選ばれるいずれか一つの抗体である、
請求項１～４および６のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
（ａ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１３
５に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｂ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１３
７に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｃ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１３
８に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｄ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１３
９に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｅ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
０に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｆ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｇ）ＶＨが配列番号１４４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｈ）ＶＨが配列番号１４３に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
【請求項８】
　モノクローナル抗体が、下記（ａ）～（ｗ）から選ばれるいずれか一つの抗体である、
請求項１～４および６のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
（ａ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
５に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｂ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
７に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｃ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
８に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
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（ｄ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
９に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｅ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
０に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｆ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｇ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｈ）ＶＨが配列番号１４６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
３に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｉ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
５に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｊ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
７に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｋ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
８に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｌ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１４
９に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｍ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
０に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｎ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｏ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｐ）ＶＨが配列番号１６１に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
３に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｑ）ＶＨが配列番号１５４に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｒ）ＶＨが配列番号１５５に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｓ）ＶＨが配列番号１５６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｔ）ＶＨが配列番号１５７に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｕ）ＶＨが配列番号１５８に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｖ）ＶＨが配列番号１５９に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｗ）ＶＨが配列番号１６０に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１５
１に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
【請求項９】
　モノクローナル抗体が、下記（ａ）～（ｆ）から選ばれるいずれか一つの抗体である、
請求項１～４および６のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
（ａ）ＶＨが配列番号１６３に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｂ）ＶＨが配列番号１６３に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６
４に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｃ）ＶＨが配列番号１６５に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｄ）ＶＨが配列番号１６５に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６
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４に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｅ）ＶＨが配列番号１６６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６
２に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
（ｆ）ＶＨが配列番号１６６に記載されるアミノ酸配列を含み、かつＶＬが配列番号１６
４に記載されるアミノ酸配列を含む抗体。
【請求項１０】
　モノクローナル抗体が遺伝子組換え抗体である請求項１～９のいずれか１項に記載のモ
ノクローナル抗体または該抗体断片。
【請求項１１】
　遺伝子組換え抗体が、ヒト型キメラ抗体、ヒト化抗体およびヒト抗体から選ばれる１の
遺伝子組換え抗体である、請求項１０に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
【請求項１２】
　抗体断片が、Ｆａｂ、Ｆａｂ’、（Ｆａｂ’）２、一本鎖抗体（ｓｃＦｖ）、二量体化
Ｖ領域（ｄｉａｂｏｄｙ）、ジスルフィド安定化Ｖ領域（ｄｓＦｖ）およびＣＤＲを含む
ペプチドから選ばれる１の抗体断片である、請求項１～１１のいずれか１項に記載の抗体
断片。
【請求項１３】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体を産生するハイブリドーマ。
【請求項１４】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片をコード
する塩基配列を有する核酸。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の核酸を含むベクターを含む形質転換細胞。
【請求項１６】
　請求項１３に記載のハイブリドーマまたは請求項１５に記載の形質転換細胞を培養し、
培養液から請求項１～１２のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片
を採取することを含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体また
は該抗体断片の製造方法。
【請求項１７】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片を含む、
ヒトＣＣＲ１の検出または測定用試薬。
【請求項１８】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片を含む、
ヒトＣＣＲ１関連疾患の診断薬。
【請求項１９】
　ヒトＣＣＲ１関連疾患が、癌、自己免疫疾患または炎症性疾患である、請求項１８に記
載の診断薬。
【請求項２０】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体または該抗体断片を有効成
分として含有する、ヒトＣＣＲ１関連疾患の治療薬。
【請求項２１】
　ヒトＣＣＲ１関連疾患が、癌、自己免疫疾患または炎症性疾患である、請求項２０に記
載の治療薬。
【請求項２２】
　ヒトＣＣＲ１関連疾患の診断薬を製造するための、請求項１～１２のいずれか１項に記
載のモノクローナル抗体または該抗体断片の使用。
【請求項２３】
　ヒトＣＣＲ１関連疾患の治療薬を製造するための、請求項１～１２のいずれか１項に記
載のモノクローナル抗体または該抗体断片の使用。
【請求項２４】
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　ヒトＣＣＲ１関連疾患の治療薬としての使用のための請求項１～１２のいずれか１つに
記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
【請求項２５】
　ヒトＣＣＲ１関連疾患の診断薬としての使用のための請求項１～１２のいずれか１つに
記載のモノクローナル抗体または該抗体断片。
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